
 

導入機能に関わる意見 

 お客さんが来るにはまず飲食施設が必要である。 

 町の伝統食のレストランを作ったらどうか。 

 体験加工室を併設し、地場産の小麦や米、野菜を使った煮ぼうとうづくりを体験できる場にして

はどうか。 

 加工所があったら農家にとって良いことである。 

 広場があると良い。家族で遊びに来て、バーベキューやキャンプが楽しめる。また、子どもと遊

べる釣り堀などもあれば良い。 

 子どもや高齢者の学習の場の機能があっても面白い。 

 災害時の防災機能。インターが近いので東京が被害にあった際に多くの人が逃げることができる

一時的な避難場所として非常に大きな役割を果たせるのではないか。また、有事の際に役立つお

米の供給体制の創設（お米バンク）はどうか。 

 観光バスが停まれる大きな駐車場、女性向けにトイレを綺麗にすることを考えたらどうか。 

 高齢化が進んでいる中で、野菜の直売所が大きな役割になってくると思う。 

取組・商品・町内施設との連携等に関わる意見 

 田・畑・山という町の資源を活用し、様々な商品販売ができるだろう。ブルーベリーやえごま等

の特産物を始め、特別栽培農産物の認証を取得したもの、旬の野菜、そば、うめ、原木栽培のし

いたけ等、多くの食材がある。これらを使用した菓子などの加工品の販売も良い。 

 オーストリッチファームではダチョウ肉の販売のほか農場見学も可能。他では中々手に入らない

ので、活用すべきである。 

 里山を維持するため、竹を活用する発想が必要である。タケノコとして食べるだけではなく、昔

からある竹細工製品・工芸品の可能性がある。また、野鳥観察も可能だろう。 

 町内には多くの遺跡がある。遺跡の森館の展示室や鎌倉街道、百八燈などの史跡を巡る拠点とし

て活性化施設を活用する。また、立派な蔵も存在するので蔵めぐりツアーも面白いのではないか。 

 交流人口を増やす観点から、空き家を活用し、農地付きの宿泊施設を考えられたらどうか。 

 都市住民に地方生活を体験してもらう場を提供すれば、定住促進への一つの効果になるのでは。 

 市民農園や山桜の植栽した場所、春夏秋冬の花木園、フリーマーケット、野外コンサート、野外

映画等が考えられる。 

その他施設整備に係る意見 

 町民や都市住民が気軽に立ち寄り、愛される施設であることが大事である。 

 業者に丸投げすることなく施設整備を考えてほしい。 

 県産材の活用を埼玉県が行っている。補助金も出るので施設に使用してはどうか。 
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